
官
庁
報
告

平成™œ年˜™月™—日 金曜日 第�˜ �号官 報

安
藤

誠

井
上

三
郎

大
田

政

木
村

重
治

鈴
木

義
紀

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

岡
崎

忍
一

武
田

春
芳

中
塚

璋
次

浜
田

定
雄

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
十
四
日
）

（
釧
路
工
業
高
等
専
門
学
校
名
誉
教

授
）

風
間

輝
雄

北
野

敬
典

（
富
山
大
学
名
誉
教
授
）

高
˚

雄
三

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

大
村

孚
也

薫
森

久
次

高
田

星

田
中

朝
夫

近
井

進

永
井

良
一

服
部

純
一

晝
川

楠
茂

福
留

利
盛

村
井

宏
志

森

鋭
一

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

北
村

幸
三

中
村

龍
行

矢
田

欽
一

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
十
五
日
）

内
田

國
昭

（
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授
）

永
田

信
義

（
国
立
大
学
法
人
職
員
）

山
本

克
治

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

青
木

正

（
財
務
事
務
官
）

川
口

常
夫

五
島
清
次
郎

佐
久
間
林
作

塩
尻

幸
雄

関
根

勝
哉

瀬
戸
口

馨

奈
良

光
男

橋
本

健

濱
田

友
之

増
永

賢

湯
浅

秋
良

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

井
浪

豊
一

木
下

廣
美

砥
綿

新

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
十
六
日
）

松
岡

幸
彦

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

竹
安

鶴
雄

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

阿
部

時
男

市
川

友
一

江
藤

隆
正

大
橋

包
敦

奥
山

義
男

蟹
江

保

狐
塚

道
宜

越
田

節
男

坂
本

登

鈴
木

聖
夫

椿

秀
雄

津
森

泰
夫

和
久
田
美
代
子

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

内
田

一
政

田
中

昭
治

溪
口

有
吾

原
田

八
郎

村
上

富
夫

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
十
七
日
）

大
金

文
郎

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

秋
山

次
男

白
井

四
郎

竹
内

三
郎

西
澤

廣
英

山
下

孝
幸

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

野
口

光
一

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
十
一
月
十
八
日
）

佐
藤

キ
サ

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

青
木

晃

久
保

常
安

小
林

市
藏

匂
坂

次
雄

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
十
一
月
十
九
日
）

五
十
嵐
惣
一
郎

佐
藤

博
信

本
村

義
明

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

（
加
古
川
市
消
防
司
令
）

玉
川

貞
夫

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
十
一
月
二
十
日
）

川
上

峰
雄

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
十
一
月
二
十
六
日
）

文

教

日
本
学
士
院
新
会
員
の
選
定
に
つ
い
て

日
本
学
士
院
は
、
平
成
2
5年

1
2月

1
2日
開
催
の
第
1
0
7
4

回
総
会
に
お
い
て
、
日
本
学
士
院
法
第
３
条
の
規
定
に
よ

り
、
下
記
の
５
名
を
日
本
学
士
院
会
員
に
選
定
し
た
。

平
成

2
5
年

1
2
月

2
0
日日本
学
士
院
長
杉
村

ø

記
第
１
部
第
１
分
科

D
o
c
te
u
r
d
e
3
e

c
y
c
le

小
林
道
夫

第
２
分
科
法
学
博
士

鈴
木
茂
嗣

同
法
学
博
士

藤
田
宙
靖

第
２
部
第
４
分
科
理
学
博
士

佐
藤
勝
彦

第
７
分
科
博
士
（
医
学
）
山
中
伸
弥

公

聴

会

様
式

意
見
陳
述
届
出
書

中
国
経
済
産
業
局
長
殿

届
出
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）（
郵
便
番
号
）

住
所
（
電
話
番
号
）

職
業

水
島
瓦
斯
株
式
会
社
申
請
の
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変

更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
た
い

の
で
、次
の
と
お
り
意
見
の
概
要
を
付
し
て
届
け
出
ま
す
。

（
意
見
の
概
要
）

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
CEEB

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
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考１
届
出
書
の
用
紙
の
大
き
さ
は
、
で
き
る
限
り
日

本
工
業
規
格
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。

２
意
見
の
概
要
は
、
で
き
る
限
り
所
定
の
欄
に
記

載
す
る
こ
と
と
し
、
意
見
の
詳
細
を
記
載
す
る
場

合
に
は
、
別
紙
に
記
載
し
て
届
出
書
に
添
付
す
る

こ
と
。

３
団
体
又
は
企
業
の
場
合
は
、
氏
名
の
欄
に
は
そ

の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
そ
の
団
体
又
は
企

業
を
代
表
し
て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
を
付
す
こ
と
。）を
、
住
所
の
欄
に
は
そ
の

団
体
又
は
企
業
の
所
在
地
を
、
職
業
の
欄
に
は
そ

の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し
て
意
見
を
陳
述
す
る

者
の
職
名
を
記
載
す
る
こ
と
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
の
公
告

兵
庫
県
が
行
っ
た
国
土
調
査
の
結
果
作
成
さ
れ
た
次
の

成
果
を
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十

号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
五
年
十

二
月
六
日
付
け
を
も
っ
て
認
証
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

養
父
市
（
大
字
八
鹿
町
日
畑
の
一
部
）
の
地
籍
図
及
び

地
籍
簿

朝
来
市
（
大
字
和
田
山
町
高
生
田
の
一
部
）
の
地
籍
図

及
び
地
籍
簿

一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会
の
開

催
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省

令
第
九
十
七
号
）第
百
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

件
名
、
公
聴
会
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
事
案
の
要
旨
を

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日

中
国
経
済
産
業
局
長

若
井

英
二

一

件
名

水
島
瓦
斯
株
式
会
社
申
請
の
一
般
ガ
ス
供
給

約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会

二

期
日

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
七
日

午
後
二
時

か
ら

三

場
所

倉
敷
市
環
境
交
流
ス
ク
エ
ア
（
水
島
愛
あ
い

サ
ロ
ン
）
二
階
会
議
室
（
岡
山
県
倉
敷
市
水
島
東
千
鳥

町
一
番
五
十
号
）

四

事
案
の
要
旨

１

ガ
ス
料
金
の
変
更
、
原
料
費
調
整
制
度
に
係
る
指

標
の
変
更
等
に
係
る
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更

２

詳
細
は
、
中
国
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
部
電
力
・
ガ
ス
事
業
課
ガ
ス
事
業
室
（
広
島
県
広

島
市
中
区
上
八
丁
堀
六
番
三
十
号
）
及
び
水
島
瓦
斯

株
式
会
社
（
岡
山
県
倉
敷
市
水
島
福
崎
町
三
番
三
十

号
）
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

五

そ
の
他

１

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
に
よ
り
、
住
所
（
郵
便
番
号
及
び
電

話
が
あ
る
場
合
は
電
話
番
号
を
付
記
す
る
こ
と
。）、

氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す
こ
と
。）、
職
業
（
団
体
又

は
企
業
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代

表
者
の
氏
名
並
び
に
そ
の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し

て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す

こ
と
。）及
び
職
名
）
及
び
意
見
の
概
要
を
記
載
し
た

中
国
経
済
産
業
局
長
あ
て
の
意
見
陳
述
届
出
書
（
一

人
一
通
に
限
る
。）を
作
成
し
、
封
筒
の
表
に
水
島
瓦

斯
関
係
公
聴
会
陳
述
希
望
」
の
旨
を
記
載
し
て
、
平

成
二
十
六
年
一
月
十
四
日
ま
で
に
中
国
経
済
産
業
局

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
電
力
・
ガ
ス
事
業
課
ガ
ス

事
業
室
（
郵
便
番
号
七
三
〇
e

八
五
三
一

広
島
県

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
六
番
三
十
号
）
に
到
達
す
る

よ
う
提
出
す
る
こ
と
。

な
お
、
意
見
陳
述
の
届
出
が
多
数
の
場
合
は
、
中

国
経
済
産
業
局
長
が
意
見
を
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る

者
を
指
定
の
上
、そ
の
旨
を
届
出
者
あ
て
通
知
す
る
。

２

傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
往
復
は
が
き
（
住
所
、

氏
名
及
び
「
水
島
瓦
斯
関
係
公
聴
会
傍
聴
希
望
」
の

旨
並
び
に
返
信
用
は
が
き
の
あ
て
先
を
必
ず
明
記
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
人
一
通
に
限
る
。）に
よ
り
、

平
成
二
十
六
年
一
月
十
四
日
ま
で
に
中
国
経
済
産
業

局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
電
力
・
ガ
ス
事
業
課
ガ

ス
事
業
室
に
到
達
す
る
よ
う
申
し
込
む
こ
と
。

な
お
、
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
傍
聴
者
を
指
定
の
上
、
そ
の
旨
を
申
込
者
あ
て
通

知
す
る
。

３

公
聴
会
が
前
記
第
二
号
の
期
日
中
に
終
了
し
な
い

と
き
は
、
翌
日
以
降
も
続
行
す
る
。

４

期
日
ま
で
に
意
見
陳
述
届
出
書
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
は
開
催
し
な
い
も
の
と
す
る
。
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